
途上国でのボランティア経験を復興の力に
― 青年海外協力隊の帰国隊員による東日本大震災支援 ―

社団法人 青年海外協力協会
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仮設住宅「希望の郷『絆』」で入居者の健康チェックをする
ボランティア（岩手県遠野市）

仙台市内のボランティアセンター運営を支援

「健康面で不安なことはないですか」。地域包括支援センター
に派遣された医療系の帰国隊員が住民の家を訪ね、聞き取り
調査を行う（岩手県釜石市）

「被災地のためにできることはないだろうか」。3月 11 日の東日本
大震災の発生直後、社団法人青年海外協力協会（Japan Overseas 
Cooperative Association; JOCA）が東京本部内に災害支援班を立ち上げ
たとたん、日本全国の青年海外協力隊の帰国隊員から、非常に多くの
問い合わせがありました。中には、「派遣先の国で東日本大震災の模様
を目にして、非常にショックを受けた。日本に帰ったらすぐにでも被
災地のために何かしなければと感じた」と話す、帰国したばかりの隊
員もいます。「青年海外協力隊員として開発途上国に送り出してくれた
日本の人々に、恩返しを」。JOCAの東日本大震災支援は、帰国隊員の
こうした思いから始まりました。

◇ 
JOCAは、開発途上国でのボランティア経験を持つ青年海外協力隊の帰
国隊員を中心につくられた組織です。生活インフラも十分に整ってい
ない開発途上国で、2年にわたるボランティア活動をやり遂げた帰国
隊員には、活動を通じて培った強い精神力と逆境に負けない底力、活
動先の国の人々との交流を重ねて養ったコミュニケーション能力があ
ります。そして、参加前から持っていた「人の役に立つ仕事をしたい」
という、熱い思い。彼らの「ボランティア魂」を、被災地を元気にす
る「力」につなげるべく、JOCAは青年海外協力隊の帰国隊員を災害救
援専門ボランティアとして派遣してきました。例えば、東日本大震災
では多くの外国人も被災し、仙台市は多言語で震災情報を発信する「災
害多言語支援センター」を設置しました。3月中旬にこのセンターにボ
ランティアとして入った JOCA職員（元中華人民共和国派遣隊員）は、
協力隊時代に培った語学力を生かし、中国語の業務に全力投球しまし
た。
　災害発生から半年以上が過ぎ、短期ボランティア派遣が終息に向か
いつつあるなか、今後は中長期的な視点に立った支援が求められてい
ます。
　JOCAは 2010 年 12月に緊急アピール「青年海外協力隊を国家戦略
とする」を打ち出し、事業の3本柱の一つに「国内版協力隊構想」（注）
を掲げています。そして今回の震災支援を機に、被災地の復興と地域
活性化を合わせた「ふるさと新生モデル事業」を開始することになり
ました。具体的には、これまでに築いてきた自治体との信頼関係を基
盤に、看護師や保健師、あるいは学校支援員などを長期的に派遣し、
復興を支援します。これと同時に、JOCAが持つ特長を生かし、地域
と協働しながら、国際交流支援事業や、農業実践を通じた地域活性化、
人材育成事業を立ち上げる予定です。
　現在、東京本部の特別業務室を中心に、岩手県遠野市と宮城県仙台
市に設置した事務所と連携を図りながら活動を展開し、5カ年計画の下、
「ふるさと新生モデル事業」に挑戦しています。

（注）国内協力隊構想とは、開発途上国の国づくりの経験を有する帰国隊員が専門的

な技術や知識を活用し、人々との協働を通じて地域活性化に取り組み、その過程で

将来の協力隊員や地域社会を担う人材を育成する事業です。




